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今
井
弘
道
教
授
の
経
歴
と
業
績

人f
川
弘
γ
正

教

授

(

昭

和

一

九

年

一

八

日

川

)

は

、

平

成

。

刊

三
月
三

H
を
も
っ
て
北
海
道
卜
人
学
大
学
院
法
学
研
究
科
を

dt汗
退
職
さ

れ
る
…
v

今
井
教
授
は
、
昭
和
川
五
年
三
月
に
早
川
酔
大
千
法
学
部
を
か
I

業
後
、

昭
和
問
ハ
年
川
け
に
名
古
聞
大
学
大
、
子
院
法
学
研
究
科
修
十
諒
科
に
入
y

干

さ
れ
、
昭
和
川
八
年
一
一
日
に
同
諒
下
を
修

f
さ
れ
た
後
、
川
年
凶
日
に
京

都
ん
学
大
リ
ヂ
院
法
学
研
究
科
博
上
M
M
税
に
進
，
ヂ
き
れ
た
そ
し
て
、
同
博

士
課
程
也
学
仰
の
町
和
四
九
年
七
月
に
京
都
人
学
法
学
部
助
手
に
採
用
さ

れ
、
昭
和
力
二
司
六
月
に
新
潟
卜
人
学
法
f
J人
口

7
部
に
薄
阿
と
し
て
赴
任
さ
れ

た
。
昭
和
合
三
利
回
片
に
岡
山
叫
J

叫
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
後
、
昭
和
石
凶

作
八
月
に
北
海
道
大
苧
法
学
部
助
教
授
に
赴
任
さ
れ
、
昭
和
利
七
年
同
け

に
は
同

F7部
教
授
に
#
任
、
平
成
五
年
凶
日
の
北
海
道
大
学
の
組
織
替

え
に
伴
っ
て
大
学
院
法
リ
ヂ
研
究
科
教
授
と
な
ら
れ
て
今
日
に
す
ら
れ
て
い

。
月

長
谷
川

晃

る
ο

ま
た
、
平
成
一
ー
ハ

九
年
度
に
お
い
て
は
法
学
研
究
科
附
属
而
等

法
政
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
属
さ
れ
、
同
セ
〆
タ

l
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
部

門
頁
仔
話
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
思
た
さ
れ
た
c

今
井
教
授
は
、
こ
の
問
、
法
学
部
・
法
千
研
究
科
、
全
r
干
の
各
精
委
員

を
務
め
ら
れ
、
特
に
平
成
一
八
九
午
岐
に
お
い
て
は
、

『止
ト
人
法
学

必
集
』
編
集
委
員
会
委
員
長
と
し
て
同
論
集
の
電
L
J
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化
に
h
M

を
尽
さ
れ
た
。
ま
た
、
学
外
に
お
い
て
は
、
平
成
一
八
年
に
勇
退
さ
れ
る

ま
で
日
本
法
析
学
会
理
事
を
長
く
務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
同
年

か
ら
は
、
東
ア
ジ
ア
各
国
的
法
恒
字
削
究
者
を
中
心
に
新
た
に
組
織
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
東
ア
ジ
ア
法
哲
学
会
の
初
代
坦
事
長
に
就
任
す
る
な

と
、
北
大
法
，
J

了
研
究
利
の
焦
礎
法
ザ
研
究
は
も
と
よ
り
、
日
円
本
お
よ
び
東

ア
ジ
ア
の
法
村
リ
ヂ
法
思
想
史
研
究
の
発
展
法
化
に
大
き
な
貢
献
を
さ
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れ
て
束
ら
れ
た
。

花
火
で
の
教
育
商
に
お
い
て
は
、
学
部
に
お
い
て
は
訟
科
学
、
法
国
じ
沼

山
入
、
法
折
H
v
j
子
治
山
円
、
般
教
育
演
山
首
な
ど
の
訟
義
や
演
留
を
、
大
学
院
法

学
刷
究
科
(
法
科
ト
入
学
院
を
合
も
)
に
お
い
て
は
法
哲
学
特
殊
研
究
、
法

思
想
史
、
現
代
法
哲
学
、
志
礎
法
政
論
な
ど
の
講
義
平
減
刊
を
担
当
き
れ

て
点
れ
ら
れ
た
。
そ
し
亡
、
法
析
学
を
専
皮
す
る
大

7
院
牛
の
研
究
指
導
に

も
あ
た
ら
れ
、
法
学
研
究
科
内
に
お
い
て
法
科
学
研
究
会
や
そ
れ
を
継
承

し
た
法
理
論
研
究
会
の
共
同
、
一
干
宰
な
ど
を
さ
れ
て
、
現

ι若
手
と
し
て
全

問
で
活
ほ
し
て
い
る
法
科
学
研
究
者
七
名
(
内
、
日
本
法
科
学
会
理
事
一

色
)
を
育
て
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
北
海
学
問
小
入
学
を
初
め
と
し
て
、
名
十
日

開
ト
人
学
や
東
京
大
学
な
と
の
、
一
平
定
大
干
に
お
い
て
も
非
常
勤
講
師
を
務
め

ら
れ
、
教
育
日
動
の
面
で
も
多
大
な
代
、
力
を
さ
れ
て
山
本
ら
れ
た
。

そ
の
ん
、
今
斤
教
授
は
法
哲
学
法
思
想
史
研
究
の
由
で
も
人
き
な

功
績
を
げ
て
来
ら
れ
た
、
教
授
の
広
範
な
附
究
業
紬
を
約
百
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
法
思
想
史
叫
究
と
現
代
法
哲
川
了
上
の
諸
問
題
と
の
結
節
占
4

の

探
求
で
あ
る
と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
教
授
は
、
基
本
的

に
は
カ
ン
ト
、
ヘ
ゲ
ル
、
マ

y
ク
ス
・
ヴ
J

パ
、
ハ
ン
ス
・
ケ
ル

ゼ
ペ
グ
ス
タ
フ
・
ラ
1
ト
ブ
ル
ブ
な
と
の
ド
イ
ツ
近
現
代
の
法
思
想
史

研
究
を
踏
ま
え
ら
れ
、
そ
こ
に
匹
胎
し
て
現
代
社
会
に
も
通
ず
る
様
々
な

法
科
学
の
諸
問
題
、
と
り
わ
け
仇
情
相
対
主
義
、
法
と
川
氏
、
ヱ
キ
義
、
市

川
氏
的
4
J

体
件
政
治
文
化
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
の
法
政
治
丈
化
な
ど
の

問
也
に
関
す
る
斬
一
祉
な
耐
先
を
党
表
さ
れ
て
今
日
に
ふ
ー
ら
れ
て
い
る
そ

の
手
法
は
、
法
出
想
の
古
典
的
著
作
や
法
思
想
史
の
流
れ
に
関
し
て
現
代

的
制
点
か
ら
大
胆
な
読
解
を
試
み
つ
つ
、

l
記
の
よ
う
な
現
代
社
会
の
焦

眉
の
ぷ
也
に
関
す
る
法
官
学
的
議
論
に
示
峻
を
う
え
よ
う
と
す
る
1

門
に
大

き
な
特
色
が
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
し
ば

し
ば
も
は
や
過
去
の
も
の
と
し

C
考
え
ら
れ
が
ち
な
法
思
想
を
現
代
に
通

ず
る
間
出
水
脈
の
中
で
田
射
し
不
断
に
ぞ
の
捉
え
返
し
を
行
う
と
い
う
制

作
な
企
阿
に
出
る
も
の
で
あ
っ
て
、
独
j

同
の
法
析
uvd子
的
見
地
を
切
り
開
く
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も
の
と
し
て
学
界
の
大
き
な
関
心
を
集
め
て
ボ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
手
法
に
基
づ
い
た
今
汁
教
授
の
研
究
は
、
概
略
以
下
の
よ

う
な
幾
つ
か
の
相
互
に
聞
達
す
る
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
て
来
て

いヴ
Q
U

初
制
へ

l
ゲ
ル
お
よ
び
カ
ン
ト
仏
村
学
的
制
究
|
|
今
井
教
挺
が

そ
の
研
究
生
日
を
出
発
さ
せ
た
時
点
で
の
基
本
関
心
は
、
へ

1
ゲ
ル
の
E

法

析
学
制
以
L

の
発
生
史
過
杭
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
さ
ら

に
、
こ
の
初
期
へ
ゲ
ル
の
思
想
が
カ
ン
ト
哲
学
か
ら
同
党
し
た
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
カ
〆
ト
に
問
心
を
市
せ
る
こ
と
と
な
り
、
助
手
論
文
に
お
い

て
は
「
カ
ン
ト

『純
粋
別
性
批
判
μ

の
は
析
学
的
意
義
」
と
い
う
テ
!
?

の
卜
で
、
そ
こ
に
へ

l
ゲ
ル
の
法
村
学
的
議
論
を
合
も
後
の

a
人
倫
の
形



今井弘通教張。〉続時と装績

而
上
学
』

へ
の
ん
山
性
が
消
ん
で
い
る
こ
と
を
別
扶
し
よ
う
と
さ
れ
た
。

ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
恩
忽
の
研
究
そ
の
後
、
今
井
教
授

は
新
潟
大
学
法
文
学
部
に
法
祈
学
担
当
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
が
、

そ
こ
で
は
新
カ
ン
ト
学
派
と
し
て
依
置
つ
け
ら
れ
る
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン

の
丈
献
が
比
較
的
そ
ろ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
に
着

手
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
り
ま
た
そ
の
問
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
附
奨
学
川

と
し
て
、
ザ
ル
ツ
プ
ル
ゲ
大
学
の
ケ
ル
ゼ
ン
州
究
者
ノ
ル
ベ
ル
ト
レ
ー

ザ
ー
教
授
の
も
と
に
伺
リ
ヂ
し
て
こ
の
附
究
を
党
民
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、

特
に
ケ
ル
ゼ
ン
の
純
粋
法
学
と
そ
の
政
治
理
論
的
背
景
条
件
と
し
て
の
民

十
主
義
思
想
と
の
桐
耳
関
係
を
探
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一

マ

y
ク
ス
・
ヴ
J

パ
l
と
市
民
的
主
仏
性
の
研
究
|
|
北
海
道

大
学
法

7
部
に
転
任
後
、
今
井
教
授
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
方
法
一
冗
一
論
の
研

究
を
深
め
る
小
で
そ
の
思
想
史
的
・
理
論
的
前
提
と
な
っ
て
い
る
マ

y
ク

ス
・
ヴ
ェ

l
パ
ー
の
社
会
科
学
j

刀
法
論
に
接
し
た
。
そ
の
中
で
、
教
長
は

ヴ
ェ

l
パ
!
の
l

刀
法
治
が
一
般
に
説
か
れ
て
い
る
以
上
に
深
い
制
他
国
高

/
実
存
的
思
想
と
内
的
関
連
を
も
っ
て
い
る
点
に
着

H
L、
そ
こ
か
ら
「
法

哲
学
的
俳
値
相
対
土
哀
」
問
題
に
つ
い
て
再
考
き
れ
る
と
共
に
、
そ
れ
が

ヴ

工

パ

1
に
お
け
る
市
民
的
主
体
性
の
思
想
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
想
到
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ェ

I
パ
I
思
想
の
こ
の
よ
う
な
理
解
か

ら
多
様
な
問
題
関
心
を
抱
か
れ
る
に
ム
土
2

た
が
、
そ
の
中
の
土
要
な
も
の

は
、
ヴ
ェ

l
パ
ー
の
市
民
的
主
体
性
論
を
背
景
と
し
た
羽
代
的
市
民
論
で

あ
っ
た
=
救
廷
の
こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
精
力
的
に
翻
引
仇
さ
れ
た
ヘ
ル
マ

シ
ヘ
ラ
!
の
思
惣
ー
と
、
ヘ
ラ
!
の
論
散
で
も
あ
っ
た
カ

1
ル

シ

ユ

ミ
y

}
に
関
す
る
問
題
固
と
呼
泌
し
ん
口
い
な
が
り
多
両
的
に
民
聞
き
れ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
ヴ
ヱ

i
パ
i
思
想
を
山
発
点
と
し
な

が
ら
も
、
現
代
の
巾
川
氏
ト
と
岡
京
の
問
題
に
と
っ
て
不
可
欠
な
課
題
を
展
望

し
よ
う
と
す
る
学
問
的
雇
肉
の
下
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一li
巾
民
論
」
と
一
ヴ
ェ

l
パ
l
と
ン
ュ
ミ
ッ

ト
」
と
い
う
問
題
関
心
の
交
針
は
、
人
f
川
教
授
を
川
本
の
戦
前
の
法
・
政

治
思
想
の
あ
り
ん
の
研
究
へ
と
反
問
さ
せ
、
と
り
わ
け
、
丸
山
真
男
研
究

へ
と
哩
い
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
c
そ
し
て
二
般
的
な
理
解
と
は
異
な
っ

て
、
職
問
の
昔
き
丸
山
が
へ

1
ゲ
ル
主
義
の
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
ン
ユ

ミ
y
ト
的
な
考
え
方
を
し
と
い
る
こ
と
に
、
今
井
教
授
は
想
到
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
J

そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
、
ヴ
ヱ

l
パ
l
以

降

の

九

二

。

一
(U
刊
代
の
ド
イ

y
回
同
了
間
仙
想
と
そ
れ
を
継
受
し
つ
つ
独
自
の
境
地

を
間
利
し
た
三
木
清
や
同
辺
元
を
は
じ
め
と
す
る
京
都
F
J

了
日
恨
の
哲
学
、
お

よ
び
丸
山
の
思
惣
を
中
む
と
し
た
比
較
思
想
史
的
必
世
性
を
教
授
に
州
感

さ
せ
る
も
の
と
な
っ
一
た
。
近
刊
の
今
汁
教
授
の
研
究
成
呆
の

T
ぱ
は
、
こ

の
課
題
の
抹
求
を
わ
う
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
一
凶
う

こ
と
が
で
主
ょ
う
、

四

丸
山
真
男
研
究

北法58(6-269)2839



立
東
ア
ジ
ア
の
比
較
法
文
化
論
附
究
ー
ー
そ
の
一
方
で
、
近
年
の
今

井
救
綬
が
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
関
心
的
干
ぱ
は
、
東
ア
ジ
ア
の
比
蚊
法

文
化
論
へ
と
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
教
授
が
こ
の
領
域
に
似
を
山
け

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
こ
こ
一
口
一
刊
ほ
と
に
且
っ
て
展
開
さ
れ
て
来
た

料
千
研
光
台
助
成
に
よ
る
国
際
的
研
究
プ
口
ン
ヱ
ク
ト
や
、
そ
の
産
物
の

っ
と
し
て
成
り
止
っ
た
以
ア
ン
ア
法
哲

7
会
の
設
止
と
い
う
w

了
術
父
流

団
で
の
極
め
亡
意
義
法
い
活
動
と
も
関
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
川
時
に
、

非
西
欧
と
の
比
較
史
的
・
比
較
宗
教
史
的
側
内
を
澄
ま
せ
た
ヴ
ェ

l
パ
ー

の
ブ
ロ
テ
ス
タ
シ
テ
イ
ズ
ム
研
究
(
そ
の
ブ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
と
最

も
川
川
町
、
的
な
も
の
と
し
て
儒
教
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
)
が
大
き
な
触

奴
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
…
こ
の

E
味

で
、
前
記
一
を
通
じ
て
格
わ
れ
た
間
組
関
心
は
、
部
分
的
に
は
削
記
同
で

述
べ
た
研
究
と
も
父
錯
し
な
が
ら
、
現
在
も
継
続
さ
れ
と
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
、以
卜
の
よ
う
に
、
昭
和
石
凶
年
に
助
教
授
と
し
て
北
大
に
赴
任
さ
れ
て

か
ら
三

0
年
間
、
今
井
弘
治
教
ね
は
法
学
部
目
ル
ル
F
J

了
研
究
科
の
教
育
活
動

的
向
に
お
い
て
学
生
や
後
進
の
指
導
に
多
大
の
尽
刈
を
さ
れ
て
来
ら
れ
た

だ
け
で
な
く
、
制
究
活
動
の
固
に
お
い
て
も
顕
著
な
学
術
的
忠
誌
が
認
め

ら
れ
る
業
績
を
数
多
〈
残
し
て
点
ら
れ
た
。
北
大
で
の
職
責
を
去
な
く
全

う
さ
れ
た
今
後
も
、
教
授
独
自
の
研
究
上
の
境
地
を
さ
ら
に
深
め
ら
れ
、

後
進
に
刺
激
を
与
え
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
や
ま
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潟
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潟
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今
井
弘
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教
授
の
業
績

昭
和
四
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年
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期
へ

l
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ル
に
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け
る
法
と
所
有
の
問
題
(
一
)
戸
一
」
(
三
完
)
一

回法

学
論
議
』
九
甘
巻
れ
号
、
六
号
、
九
ハ
巻
号

昭
和
五
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年

「
古
許
加
藤
新
平
若

『法
析
学
枇
論
L

玉
川
支
閤
)
一
九
ヒ
一
一
一
」
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商

法
雑
誌
』
七
川
巻
四
号

「
『純
粋
理
性
批
判
-
の
法
哲
学
的
伝
説
ー
ー
カ
シ
ト
に
お
け
る
法
判
v干

の
成
立
研
究
出
説
|
|
(
一
)
(
一
)
(
一
ど

『法
学
論
叢
』
一
つ
つ
巻
一

号
、
一
口
一
巻
一
回
勺
、

一
口
一
巻
号

今井弘通教張。〉続時と装績

昭
和
五
四
年

「
ド
イ
ツ
古
典
科
学
の
社
会
思
想
」
(
ポ
l

同
清
明
細
)
『社
会
思
想
史
L

(

青

林
山
首
院
新
社
)

昭
和
五
六
年

「
思
想
史
的
ケ
ル
ゼ
〆
州
究
・
序
説
」

『北
大
法
学
論
生
』
一
一
一
巻
一
号

「
第
一
次
大
戦
後
の
ケ
ル
ぜ
ン
の
砂
憲
法
体
験
u

-

ρ

政
治
休
験
H

・
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治
思
想
|
|
ケ
ル
ゼ
ニ
ズ
ム
考
-
(
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島
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著
-
木
鐸
社
刊
)
の
批
判

的
牧
討
を

T
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に
|
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)
(
ご
(
四
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巻
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号
、
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号
、
一
一
一
巻
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回
勺
、
一
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巻
六
号

1
3川
三
島
淑
民
有

『法
山
内
仙
沼
史
』
青
林
書
院
制
社
一
九
人
口
一
一
(
日

本
法
哲
学
会
編
)

困円
以
科
学
作
報
一
九
八
む
は
と
言
語
-
(
有
斐
悶
)

「
ラ
ク
サ
1
ル
ヘ
還
れ
」
長
尾
龍
新
正
J
了

尚

橋
f

仏
次
・

l
F恵
一

郎
(
編
)

『ケ
ル
ゼ
ン
バ
誕
百
年
記
念
論
集
新
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
』
(
本
録

4十
昭
和
五
七
年

「
『所
有
的
個
人
ー
+
義
』
批
判
者
と
し
て
の
ハ
ン
ス
ケ
ル
ゼ
ン
円
説

純
粋
法
学
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
的
性
格
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
性
格

|
|
」

(
H本
法
判
忌
J

公
編
)

『法
析
学
年
同
一
九
一
八
一

法
・
法
学
と
イ

デ
オ
ロ
ギ
l
ド
(
有
斐
閣
)

一
千
会
日
顧
'
法
哲
学
」

固法
律
同
報
L

有
凶
党
〕

号

昭
和
五
八
年

「
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代
法
思
想
史
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究
の
た
め
の
党
え
書
|
|
一
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出
先
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へ
の
返

事
と
し
て
|
|
」
(
ホ
セ
ヨ
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パ
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湖
仲
編
)

『法
的
理
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一
』

(
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丈
吋
亙
)

「
ケ
ル
ゼ
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ー
ー
ー
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技
術
と
し
て
の
法
と
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主
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凶
中
成
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編
)
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代
法
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学
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巻
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』
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)
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史
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史
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編
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ク
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し
て
」
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消
見
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彦
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弥
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弘
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評
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論
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、
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法
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編
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ゼ
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H

ケ
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ゼ
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権
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日
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閣
)
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ウ
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一
パ
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お
け
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一
政
治
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位
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愉
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)

E
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記
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.
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ツ
近
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会
-
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不
ル
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ァ
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)

「
ウ
ヱ

l
パ
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お
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市
民
|
|
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主
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|
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(
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三
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・
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西
法
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昭
和
六
三
年

「
U
律
的
「
人
格
」
と
公
的
刊
断
|
|
ヘ
ウ
よ

l
パ
l
に
お
け
る
実
践
的

判
断
〉

の
た
め
の
試
論
的
与
一
起
用
|
|
一

『名
古
屋
大
学
法
政
論
集
L
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翻
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ド
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マ
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司
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ピ
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司
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・
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テ
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築
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翻
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編
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ヴ
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な
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き
」
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史
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史
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シ
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史
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編
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烹
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|
」
(
大

橋
智
之
輔
三
山
内
淑
内
出
中
成
明
編
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翻
訳
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(
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お
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|
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の
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」
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本
法
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編
)
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(
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=
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判
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九
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つ
|
|
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)
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利
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|
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史
|
|
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(
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ト
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一
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片
編
)
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J
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堂
)
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翻
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ラ
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号

北法S8(fi.2n)284:i

野
達
司
・
住
吉
雅
美
共
沢
)

E

北
大
法
学
論
集

「
翻
訳
.
ヵ
l
ル
ン
ユ
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ソ
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岡
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ヴ
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と
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』
(
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行
社
)

翻
訳

『
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ラ
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著
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家
f
d

了
の
危
機
|
|
議
会
制
か
独
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か
』」
(
今
汁
弘
道
・
大
野
迂
司
・
山
崎
光
彦
共
訳
)
(
風
行
担
)

長
沼
田
西
.
一
九
九

0
年
度
日
本
法
哲
FT会
7
術
大
会
(
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北
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道
卜
入
学
)

の
統
一
テ
!
?
に
つ
い
て
」
戸
川
本
法
科
学
公
編
)

『法
哲
学
年
限
一
九
九

。
法
的
思
考
の
現

ι』
(
有
斐
悶
)

平
成
四
年

「
市
民
的
政
治
?
え
化
と
天
皇
制
(
叫
国
ム
日
)
(
金
呂
休
副
)
」

『法
哲
学
と

社
会
哲
学
会
慢
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支
部
年
報
』

一
号
(
県
阿
)
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主
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に
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し
た
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人
|
|
ハ
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氏
の
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績
と
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題
提
起
」
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経
新
聞
』

一
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九

一

四

八

刊

号

制

刊

翻
訳
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ル
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の
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判
|
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逸
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弘
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落
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京
の
前
副
法
J

に
お
け
る
歴
史

哲
学
的
転
出
町
|
|
山
然
支
配
批
判
|
|
」
、
第
三
章
「
ア
ド
ル
ノ
の
社
公

理
論
|
|
社
会
的
な
る
も
の
の
最
終
的
排
除
|
|
」
)

「
翻
訳
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
グ
ラ
l
フ
・
フ
ォ
ン
ク
ロ
ッ
コ
ウ

『決
断

H 

羊
義
三
」
|
|
l
エ
ル
ン
ス
ト
・
ユ
ン
ガ
l
、
カ
l
ル
、
ン
ユ
ミ
y
ト、

マ
ル
テ
ィ
ン
ハ
イ
デ
プ
ガ
l
研
先

-」
『北
海
学
問
大
学
円
以
学
研
光
-

北法:18¥6・274)2844

七
特
省
一
口
勺

「
翻
訳

-
H

ヘ
ラ
l

aへ
l
ゲ
ル
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
困
民
的
権
力
凶

家
思
想
』
(
一
)
(
芯
(
一
今
)
(
四
)
(
五
)
」
(
今
川
弘
通
・
作
芹
雅
美
H
ハ
試
)

『北
大
法
学
論
集
凶
一
巻
一
号
、
四
一
岳
一
号
、
同
一
巻
六
号
、
川

を
一
号
、
四
三
巻
有
号

平
成
五
年

翻
訳

『イ
ン
ゲ
ボ
ル
ク
・
マ
ウ
ス
著
h

カ
1
ル
・
シ
コ
ミ
ッ
ト
の
法
思

想
ー
ー
ブ
ル
、
ン
ョ
ア
法
と
フ
ア
、
ン
ズ
ム
の
間

LL
胤
わ
朴
)
(
今
井
弘
道
・

筏
津
安
恕
・
件
十
川
雅
美
朴
ハ
訳
)

「
帰
結
主
義
・
権
利
-
市
民
的
政
治
正
化
H

ド喚問
I
l
l
・
S
E
ミ
ル
と

刊
品
目
ウ
ェ

l
パ

l
に
附
し
て
|
|
」

『法
的
思
考
の
研
究
』
(
京
大
人
止
研
)

「
/
田
口
H
j

ぬ
内

1
5
E
mゆ
司

o--t切
の
町
内
問
戸
-
門
戸
円
)

戸
口
込
叶

E
E
r
i
g
-
-
u
z

ぬ
の
潟

2
z
r一
口
円

C
お
っ
出
。
与
の
己
戸
=
目
ね
〔
{
(
ソ
門
司
一
戸
。
。
門
戸
(
ソ
ソ

rHm戸M
J
F
J
J
F
U
Rソ
円
以
己
戸
立
国
門
戸
ヨ
ロ
ロ
ロ

一
日
巴
]
作
吋
日
会
】
「

ι-。
〉
戸
】
日
々
-
=
白
コ
〔
一
空
]
山
々
寸
門
戸
口
問
己
勾
「
『

uc-
周
作
寸
二
円
ゴ
々
=
}
》

C
]
-
2
日
η
-d
m
w
コ

E-Eこ
右
自
ωll|」

a
北
人
法
学
論
集
』
阿
凶
巻
三
号

「(巾
U

目
的
政
治
以
人
化
一
と
天
山
ヱ
制
」
E

北
大
法
品
J

論
集
-
四
阿
盛
一
号

「カ
l
ル
目
ン
ュ
ミ
ソ
ト
に
お
け
る
「
国
家
倫
理
」
|
|
ヴ
ェ

I
パ
l
、

ハ
l
パ
l
マ
ス
と
の
関
係
に
お
い
て
|
|
」
(
七
回
吉
久
夫
村
井
7
1



河
上
倫
迎
一
編
ス
ユ
リ
ス
プ
ル
デ
ン
テ
イ
ア
・
回
降
比
較
法
制
研
究

E
'
(ミ

不
ル
ヴ
ァ
古
一
局
)

平
成
六
年

「
現
代
日
本
の
政
治
意
識
・
法
ゼ
識
に
関
す
る
一
年
察
戸
韓
国
山
)
一

回法

哲
)
子
、
と
什
会
哲
i

子
会
搾
回
文
部
年
報
』
四
号
(
砕
回
)

「
{
同
僚
制
と
巾
民
|
|
マ
y
ク
ス
・
ウ
工

1
パ
1
研
究
の
視
{
か
ら
|
|
」

『岡山相レ
』

一
O
川
口
ケ
(
岩
波
書
出
)

一
点
僚
制
ー
と
巾
日
目
」
(
均
弁
梁
承

4
教
析
江
市
中
紀
念
論
人
え
集
編
)

『均
什
梁

承
斗
教
授
華
甲
紀
念
前
丈
主

(E)

現
代
社
会
と
法
の
発
達
(
弘
l
d
入
社
)

平
成
七
年

今井弘通教張。〉続時と装績

『人
巾
民
的
政
治
正
化
〉
の
時
代
へ
|
|
、
一
平
惟
固
ま
の
終
出
と
一
グ
ロ

l

カ
リ
ス
ム
」
(
河
合
丈
化
教
育
叫
ん
ん
所
)

「
門
ぜ
識
規
範
制
度
|
|
制
反
論
へ
の
市
民
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
|
|
」

(
比
較
法
史
，
ヂ
会
絹
)

『制
度
知
の
可
能
件

Z
2
0
5』
E-ω
比
較
法
史

研
究
|
|
思
想
制
度
・
社
会
四
「
(
卜
本
来
社
)

「
現
代
日
本
に
お
け
る
政
，
巾
意
識
・
法
意
識
を
め
ぐ
る
与
祭
」

『北
大

法
千
論
集
』
川

ハ

巻

号

「
「
巾
民
社
会
と
社
九
主
干
五
」
か
ら
「
市
民
社
会
王
義
」
へ
|
|
平
田
清

明

副市
民
社
会
と
社
会
半
現
』
の
現
代
的
青
山
ゑ
」

『情
況
L

一
九
九
五

T
I

月
u勺

フ
巾
民
的
政
治
T
J

人化
v

と
人
梓
梓
利
一

『情
況
L

一
九
九
石

八

九

片
す平
成
八
年

「
戸
市
民
的
政
治
丈
化
r

と
危
機
管
理
一
『
情
況
L

一
九
九
六

)J 

号
「
〈
内
一
回
か
ら
回
境
を
越
え
る
~
た
め
の
ア
ン
チ
・
ホ
y
ブ
ス
論
」
h

イ
ン

パ
ク
ン
ョ
ン
ド
K
o

九
六
(
イ
ザ
ラ
古
一一時」

二
ヱ
権
回
家
」
の
終
鷲
と
市
民
的
不
服
従
」

a
月
刊
フ
ォ
ー
ラ
ム
L
R
川

号
(
牡
公
評
論
社
)

「(
f

町
民
社
会
〉
の
ゆ
く
え
」

『あ
う
ろ
ー
ら
し
創
刊
二
号
(
一
位
紀
の

間
西
を
ど
え
る
ん
ど

「
一
つ
の
公
共
性
と
ロ
ー
カ
ル
パ
テ
ィ
」
E

怜
況
-

し
し
、

j
Iノ
J

七
)J 

号小
林
直
樹
今
井
弘
道
「
対
談
一
戦
後
念
法
体
験
を
め
ぐ
る
法
哲
学
と
憲

法
学
の
対
話
(
上
・
卜
)
」
E

法
律
時
報

f

ハ
八
巻
!
ハ
号
、
七
口

「
(
市
民
的
政
治
f
J

人
化
〆
と
憲
法
」
(
伊
政
八
ム
雄
編
)

a
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル

戦
後
π
O年
第
八
巻
・
憲
法
と
吐
論
』
(
社
会
一
計
晶
社
)

北法S8(fi.2i:J) 284S 

平
成
九
年

「
(
巾
民
政
党
と
し
て
の
ロ
ー
カ
ル
パ
ー
テ
ィ

の
可
能
性
と
日
本
凶

憲
法
」

『
X
O
D
E
(ノ

l
ド
)
L

一
月
り



「
ア
ジ
ア
法
哲
学
の
州
問
題
と
展
望

l
i
d
-
阿
ア
ジ
ア
法
主
j
ン
ン
ポ

ジ
ウ
ム

-
を

終

え

て

」

『ジ
ー
リ
ス
ト
-
一

O
ヒ
号

「
/
総
動
員
体
制
~
と
戦
後
民
主
主

P
A
-
-柴
原
辛
夫
h

歴
巾
ら
の
州
の
「
戦

後
E

(
河
合
プ
y
ク
レ

y
ト
九
九
ど
を
ア
引
か
り
に
|
|
一

『情
況
』

九
九
七
川
川
号

「
戦
托
庶
民
主

12執
の
問
題
性
|
|
民
午
、
ヱ
誌
の
過
剰
に
よ
る
以
構
成
上
義

的

μ
山
羊
義
の
縮
小
」

『月
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
八
月
号

一
戦
後
日
空
手
十
義
の
問
脳
性
」
(
情
況
山
版
編
集
部
編
)

『丸
山
真
男
を
読

む
-
(
情
況
出
版
)

「多
1
2

人
化
主
流
へ
の
法
科
学
的
接
近
あ
る
い
は
法
析
学
へ
の
多
文
化
主
義

的
以
近
」
(
日
本
法
哲
千
会
編
)

固法
科
学
作
報
一
九
九
六
一
多
文
化
的
代

と
法
秩
ザ
-
(
布
支
関
)

平
成
一

O
年

「
編
若
者
前
宵
き
」
(
今
井
弘
道
編
著
)

a
「
市
民
」
の
時
代
|
|
法
と
政

治
か
ら
の
必
近
|
|
「
(
北
海
道
大
リ
7
凶
書
刊
れ
会
)

「
第
阿
草
日
本
に
お
け
る
「
市
民
」
同
何
「
|
l
J
H
僚
的
政
治
?
え
化
J

と
f

巾
川
目
的
政
治
正
化
J
」
(
今
川
弘
道
編
著
)

a
「
市
民
」
の
時
代
|
|
法

と
政
治
か
ら
の
捻
近
|
|
(
北
海
道
人
苧
同
事
門
川
行
会
)

今
井
弘
遺
品
矢
旬
共
有
「
終
章
・
市
民
と
は
何
か
」
(
今
井
弘
通
編
著
)

『「li
巾
民
」
の
時
代
|
|
法
と
政
治
か
ら
の
按
近
|
|'
(
北
海
道
ん
学
附

書
刊
行
会
」

北法:18¥6・276)2846

ロ
【
何
回
〔
一
回
巴
何
回
F
-
円同開
(
U

回
目
何
「
「
山
門
司
〉
日
付
叶
¥
巴
』
何
N
-
d
k
【
「
口
何
日
開
「
「

EH〉
ゴ
¥
口
何
回
山
口
己
ー
ー
へ

1
ゲ
ル

主

主
ナ
』
と
川
十
回
「
巾
民

社
会
論
一
の
祝
線
の
杭
復
の
巾
で
一
(
八
本
紀
一
郎
・
山
岡
鋭
大
・

T
賀

重
託
・
野
沢
敏
治
編
)

a
復
権
す
る
巾
民
社
会
論
新
し
い
ゾ
シ
エ
タ

ル
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
|
|
-
(
日
本
一
叫
討
論
社
)

「
一
島
淑
出
の
法
思
想
再
論
|
|
「
巾
民
社
会
」
概
念
と
の
悶
辿
に
お

い
て
」
(
三
品
浪
件
数
授
退
官
ぷ
念
論
集
編
集
委
員
会
編
)

『
一
島
制

作
救
授
退
け
い
記
念
論
集
法
思
想
の
伝
統
と
現
也
三
九
州
大
宇
出
版
会
)

「
(
休
制
選
択
品
争
以
後
の
マ
ル
ク
ス
主
流
ゾ
の
二
恨
告
に
対
す
る
コ
オ
I

デ
ィ
ネ
イ
タ
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
」
(
円
本
法
哲
F

了
九
五
編
)

『法
哲
学
芹
限

九
九
七
・
二
口
刊
紀
の
法
哲
学
「
(
有
斐
閣
)

「
法
文
化
の
共
生
と
点
ア
ジ
ア
法
哲
学
の
課
地
」

『北
卜
人
法
学
論
集
』
凶

九
巻
三
号

「
固
い
ん
凶
家
の
終
馬
と
政
治
概
念
の
恥
換
ー
ー
そ
の
準
備
的
革
察
|
|
」

(
フ
ォ
ー
ラ
ム
九

O
S
捌
光
委
円
p

会
編
昔
)

『
一
口
世
紀
の
政
治
思
想
と

社
会
運
動
L

(

社
会
評
論
社
)

平
成
一
一
年

「序

ア
、
ン
ア
の
は
・
社
会
・
国
家
、
そ
の
希
望
と
不
瓦
-
|
|
収
鋸
論
文

の
概
観
|
|
」
(
今
井
弘
泊
森
際
康
友
井
ト
造
大
編
)

『変
存
す
る
ア



ジ
ア
の
法
と
哲
学
L

(

有
斐
閣
)

一
東
ア
ジ
ア
の
開
固
と
現
代
丸
山
の
阿
家
形
成
論
の
批
判
的
検
討
に

則
し
つ
つ
」
(
今
川
弘
道
森
際
康
友
井
上
達
夫
編
)

『変
百
す

る
ア
ジ
ア
の
法
と
哲
学
』
(
有
斐
閣
)

一
産
業
什
会
と
脱
序
業
也
会
の
緊
伝
的
均
尚
へ
車
ア
ジ
ア
法
科
学
の

現
代
的

A
U
-
-」
正
卜
人
法
J

子
論
集
-
五
口
巻
三
号

「
産
業
社
会
片
J

脱
産
業
社
会
的
緊
仮
均
衡
|
|
来
日
巾
法
哲
学
的
現
代
詩
壇
」

(
南
京
師
範
大
り
ヂ
校
法
制
現
代
化
研
究
中
心
編
)
『法
制
現
代
化
研
究
(
第

五
巻
)
「
(
市
京
帥
範
大
学
出
版
社
)

平
成
一
二
年

八
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
H
~
H
本
の
多
士
化
社
会
化
と
法

♂
多
丈
化
上
義
ト
y

一回
U

民
同
家
の
緊
張
関
係
一
に
即
し
て
」
(
円
本
法
社

会
学
会
編
)

a
構
造
変
容
と
法
社
会
F
J

了
(
三
)
法
社
会
学
部
立
二
号
L

(

右

コ
メ
ン
ト

今井弘通教張。〉続時と装績

斐
間
)
「「
f

巾
民
社
会
と
社
九
主
干
+
北
」
か
ら
「
市
民
社
会
王
義
」
へ
|
|
平
田
清

明

副市
川
町
祈
会
と
社
公
羊
お
』
の
現
代
的
恒
義
|
|
」
(
状
況
山
版
編
集

部
編
)

『凶
?
を
読
む
』
(
情
況
山
版
)

「
「
深
い
」
思
想
へ
の
「
浅
い
」
つ
ぶ
キ
き
|
|
朽
牟
礼
道

f
EU古
海
部
土
-

を
刊
誌
し
て
|
|
」

a
象
(
し
ょ
う
)
』

一
八
号

『「
近
代
」
の
構
造
転
換
と
新
し
い
「
巾
民
社
会
」
へ
の
展
望
|
|
「
市

川
氏
山
治
思
想
の
基
健
一
の
た
め
に
|
|
(
平
成
。
年
度
地
方
自
治
上
限

詩
庄
フ
ッ
ク
レ
ァ
ト

N
o

一
九
ご
(
北
海
道
町
村
会
)

平
成
一
三
年

「
s
z
m
2
Z
Z与
え
ぺ
の
社
会
哲
学
・
法
析
ゾ
了
一
(
今
川
弘
道
・
阿
部
信

行
共
昔
、
今
井
弘
道
編
)

a
新
・
巾
民
社
会
前
(
胤
行
什
)

「
「
巾
民
社
会
」
ー
と
現
代
法
哲
v干
の
ぷ
題
|
|
第
一
次
〈
巾
民
社
会
~
一
恨

の
批
判
的
継
承
の
た
め
に
|
|
」
(
今
井
弘
道
編
)
『新
市
民
社
会
論
工
胤

行
紅
)

「
丈
休
の
美
と
〆
現
代
の
超
克
〉
|
|
t
h
キ
凶
礼
了
と
同
本
順
=
T
|
」

『象

(
し
よ
う
)
'
三
九
号

古
詳
・
水
回
洋

a
思
想
的
凶
際
転
位
|
|
比
較
思
想
史
的
研
究
L

」
『象

三
九
号

(
し
ょ
、
つ
)

「
主
権
的
国
民
国
家
と
附
業
社
会
の
「
近
代
」
の
克
服
を
め
き
し
て
|
|

一
川
紀
ア
ジ
ア
法
村
学
の
祝
担
と
展
印
よ
|
|
」

『比
大
法
学
論
集
』
五

巻
六
号

「
現
代
に
お
け
る
政
治
の
脱
凶
素
化
と
へ
近
代
の
超
克
)
」

『情
況
L

一一

0

0
0

凶
月
号

「
心
境
、
美
的
制
一
性
、
歴
史
|
|
唐
木
論
の
た
め
の
小
林
秀
祉
の
考
察
」

『象
(
し
よ
う
)
L

川
口
り

「
皆
本
航
一
に
お
け
る
止
化
烹
義
批
判
の
問
題
|
|
二
木
清
・
丸
山
真
男

北法S8(fi.2i7) 284i 



と
の
関
連
で

I
l
-
-象
(
し
よ
う
)
』
四

号

一
相
山
克
服
、
一
十
権
回
民
国
家
与
-
汗
業
社
会
之
H

近
代
H

過

進

一

世

紀
亙
州
法
哲
学
14
認
題
与
民
望
(
中
凶
語
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